
● 決算特別委員会

　　　　　　◎歳入歳出決算について
１．一般会計について　　　　　　
（1）屋根雪下ろし用の命綱固定アンカー補助
については、高齢化による事故を防止するた
めにも補助内容を充実するなど、普及啓発に
努められたい。
（2）地域防災マップについては､定期的に更新
を促し､実情に合ったものになるよう努められたい｡
（3）行政事務連絡交付金は世帯割と均等割の
バランスの見直しを図り、業務量に見合った
改定を行われたい。
（4）産業医及び識見監査委員等、月額･年額で
定額報酬を支払う特別職については、業務量に
応じた適正な対価となっているか検討されたい｡
（5）民生委員のなり手不足は継続的な課題で
あるため、業務内容の見直しや業務のデジタル
化などを検討し､簡素化と平準化を求められたい｡
（6）社会福祉協議会の支援については検討内
容を議会にも報告しながら適正な財政支援に
努められたい。
（7）すこやかの維持管理について特に計画は
ないとのことだが、災害時にも安全確保が求
められることも勘案し、新年度に向けて必要
な改修等の洗い出しと優先順位などについて

検討されたい。
（8）保育士不足に対して処遇改善の状況等を
PRするなど、子ども･子育てに関わる仕事を志
す若者の夢を叶えることにも取り組まれたい｡
（9）市内の子ども達が恐竜に興味を持つ取り
組みを充実するとともに、地質及び恐竜に関
する学芸員等を充実し、市民向け講演を定期
的に行うなど、市全体で恐竜のまちを誇れる
取り組みに努められたい。
（10）実行委員会等に市が委託、補助するイ
ベント事業については、実施団体と協議の
上、部署を超えた検討を重ね、事業主体とな
る会員等にも応分の支援を検討されたい。
（11）交換留学等の事業を検討し、子ども達
の英語教育を充実されたい。
（12）外来種の駆除、ごみ減量化のためのリ
サイクル率の向上など、環境保全施策に努
め、生活する市民がクリーンなまちを実感
し、誇りにできる取り組みを再考されたい。
（13）不妊、不育治療については、全国に先
駆けたすばらしい取り組みであるため、さらに
PRに努め、利用者の増加を図られたい。
（14）除雪にあたってはスクールバス、フル
デマンドバスの運用も見据え、市民の安全安
心な交通を確保できる対策を検討されたい。

　令和6年度は、過疎対策事業債が前年度比約7億7,900万円の増額となる一方で、後期高齢者医療
特別会計の被保険者数の増加、要介護認定者数の増加、公立保育園が前年度末で廃園になったことに
よる遊具撤去や廃棄物処分がされるなど、少子高齢化・人口減少に対応する1年となりました。
　認定第1号「令和6年度勝山市歳入歳出決算の認定について」、認定第2号「令和6年度勝山市水道
事業会計決算の認定について」及び認定第3号「令和6年度勝山市下水道事業会計決算の認定につい
て」の審査はこのような状況を鑑み、住民の福祉の増進が図られているかを主眼に実施しました。そ
こで出された主な意見について報告いたします。

　　恐竜王国ふくいの拠点地域として、恐竜博
物館の学芸員のお話を定期的または講座として
市民全体・小中学校で聴く機会があれば、地域
活性化の一助になると考える。
　また、地域が未来に向けてより良い方向へ進
むための文化教育資源として、勝山市史の最新
版の発刊をお願いしたい。
　　複数の小学校で、県立恐竜博物館学芸員に
よる学校教育支援として「恐竜授業」が実施さ
れていたり、恐竜化石発掘地での地層観察が行
われたりしている。さらに、かつやま恐竜ス
クールや新年度に計画している恐竜キャンプ
（仮称）では、恐竜博物館や県立大学恐竜学部
にご協力いただいている。学ぶ機会を充実さ
せ、子どもから大人まで市民の方々が恐竜だけ
ではなく勝山市の歴史や文化について知識と愛
着を深められるよう取り組んでいく。
　勝山市史の編さんは昭和38年に始まり、平成
18年までに通史篇3冊、資料篇4冊、図説１冊
を発刊して一応の完結を見ており、その後「もの
がたりかつやまの歴史」も発行した。この成果
を活用しつつ、新しい市史発刊は、資料整理の
進捗や研究状況、社会情勢の変化を見定め、そ
の方法や時期を検討していく。
　　10年ほど前に外来種の広がりを食い止め
日本の原風景が残る勝山の自然を守るために始
めた、在来植物を駆逐してしまう恐れのあるセ
イタカアワダチソウを市内全域で一斉に刈り取
る駆除活動を再開していただけないか。
　　これまで特定外来生物のオオキンケイギク
とあわせ、セイタカアワダチソウの駆除を進め
てきた。現在も学校や地域による環境美化活動
として駆除が行われ、市は回収や処分を担って
いる。今後は外来植物の生態系に及ぼす影響等
について周知を図り、毎年6月の市内一斉清掃
日にあわせて駆除活動を広報するなど、引き続
き学校や各区の駆除活動を支援していく。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　令和8年度当初予算において、高齢者、障
がい者福祉をどのような位置づけで編成する考
えか、特に「子育て支援とのバランス」をどう取
るのか、市の見解を伺う。
　　市では、令和8年度の計画開始を目指し、
第5次地域福祉計画の策定を進めている。計画案
では、支援ニーズの多様化や相談内容の複雑化と
いった現状を整理し、分野ごとの個別支援から
地域全体で支える体制へと移行していく方向性
を示している。これを踏まえ、引き続き高齢者
福祉・障がい者福祉の取り組みを重要な施策と
して位置付け、その充実に努める。予算編成は
「子育て支援か高齢者福祉・障がい者福祉か」と
いった対立軸ではなく、社会動向や地域課題を
踏まえ、勝山市全体の福祉向上に努めていく。
　　地域とのつながり、高齢者福祉、健康増進
の観点から、モルックを市の施策に正式に位置
づけ、まちづくり会館などと連携した展開は今
後可能か。
　　モルックは勝山市社会福祉協議会が講習会
や大会開催に取り組んでおり、地区社協を中心に
地域に広がって、健康づくりや交流の機会として
普及してきている。地域から練習場整備の要望
や、公園を活用して自主的に大会が出来るよう
にしているとの話も伺っており、そういう意味
ではフレイル予防としての取り組みは始まって
いる。引き続き関係機関と連携し、市民の健康
づくりの面から普及をバックアップしていく。

一般質問  議:議員／理:理事者

モルック競技の様子

● 持続可能な社会の自然科学・文化教育
　 資源活用による地域活性化に
　 ついて

● 外来種植物の駆除活動の
　 再開について

● 人口減少、少子高齢化における「高齢者、
 障がい者にとって暮らしやすいまちづくり」
 について

● モルックでつながる市民の輪と、
　 健康長寿のまちづくりについて
その他の質問
・中学校再編事業の透明性向上に向けた
　情報提供について

（15）防犯灯については、防犯にとどまら
ず、交通の安全や害獣被害防止にも寄与する
ことから設備更新の際には機能強化が図れる
よう検討されたい。
（16）ふるさと納税については、委託先を変
えるなど様々な努力をされているが、今後も
返礼品に工夫を凝らすなど、寄附額の増加に
向けて取り組まれたい。
（17）企業振興助成金に加え、勝山市の産業
を長く支え、一定規模の地元雇用に貢献され
ている企業に向けた支援策も研究されたい。
（18）移住定住促進事業については、空き家
の活用による住居確保を軸に検討されている
ことから、市内の関連事業者とも連携を図
り、移住推進に努められたい。
（19）市営住宅については、低層階への入居
を希望する高齢者の要望を考慮されたい。
（20）鳥獣害対策については様々な検討によ

り侵入防止柵の有効性が顕在化したことか
ら、さらなる設置に向けた取り組みの促進を
図られたい。
（21）消防庁舎については建設以来年数が経
過しており、災害時にも安全確保が求められ
ることも勘案し、必要な改修を実施された
い。
（22）小中学生のストレスを抱える児童・生
徒が、学校医を含めた外部のカウンセラー等
に気兼ねなく相談できる体制の確立を図られ
たい。

◎水道事業会計決算及び下水道事業会
計決算について
　上下水道料金については、料金制度審議会
の審議内容を適時議会に報告するとともに、
妥当性、納得性が高い結論を導き出された
い。

事 業 名

物価高対応子
育て応援手当

物価高騰対応
生活者支援商
品券

物価高騰対応
高齢者生活支
援給付金

対　象　者
①令和7年9月分の児童手当
対象者
②令和7年10月1日から令和
8年3月31日までに生まれる
新生児　　　　　
昭和36年4月2日から平成19
年4月1日までに生まれ、令和
7年12月31日において住民
基本台帳に登録がある者　　　　　
昭和36年4月1日以前に生ま
れ、令和7年12月31日にお
いて住民基本台帳に登録が
ある者

給　付　方　法
・1月中旬以降に支給対象者へ
通知及び新生児等の申請受付
・2月上旬から順次支給開始予定

　　　　　
・2月中にデジタル商品券コード
を送付
・3月上旬から11月下旬まで
市内店舗で使用可能　　　　　
・2月中に申請書等発送
（3月31日提出期限）
・提出いただいた方から順次
振込開始

支給金額
１人２万円
（児童手当登録
口座等へ振込）

１人１万円
（デジタル商品
券）

１人２万円
（指定口座等へ
振込）

 ◆ 物価高による各種給付事業

浦上雄次議員 冨士根信子議員
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